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政府内：衛星の防災利用の議論から

• 衛星の防災利用では、特に即応性が不足。
• 発災後72時間（生死の境目）までの、探索のため
の情報だけでなく、初動のための5時間の情報取
得が大事

–被災地の全体像を知って人を送るための基礎情報
–どんな分解能でも使い道はある
– これ以降は、現地に人が入るので、情報が取れる
–燃え広がる火災などはさらに即応観測が必要

• 「打ち上げた衛星を利用する」ではなく、どんな衛
星が役立つかの議論が必要



オーストラリアでのBush Fire問題

http://www.savanna.org.au/all/fire.html
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Bush Fireのリアルタイム情報

2018/10/17

http://myfirewatch.landgate.wa.gov.au/



山火事の可能性を表示する看板
（山道の入り口の各所に設置）



Bush Fire Detectionに便利な衛星

ひまわり8,9号
• 赤外で2km分解能

AHI(advanced 
Himawari Imager)
- 可視3バンド
- 赤外13バンド
可視は0.5-1km分解能

• 観測間隔10分（日本近辺は2.5分）

Band 7(3.9μm): 分解能 2km 中心波長 3.8853（8号）3.8289（9号）
用途：下層雲・霧、自然火災


